
　
荷
分
け
は
、
荷
売
日
（
毎
月
８
日
か

９
日
）
の
７
〜
８
日
前
に
掘
っ
た
鉱
石

を
、
買
石
（
鉱
石
を
買
っ
て
製
錬
す
る

業
者
）
が
目
利
き
を
し
て
、
敷
（
坑
内

の
採
掘
場
）
の
名
前
と
等
級
を
書
き
込

ん
だ
叺
に
詰
め
る
作
業
で
す
。

　
そ
の
後
、
買
石
た
ち
が
集
ま
り
、

「
ね
こ
の
子
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た

ち
に
、
ザ
ル
で
鉱
石
を
運
ば
せ
ま
す
。

鉱
石
を
洗
っ
た
の
ち
、
再
度
目
利
き
を

し
て
、
そ
こ
か
ら
50
匁(

１
９
０
ｇ)

ほ
ど

を
鉄
皿
で
砕
き
、
品
位
を
調
べ
、
等
級

を
決
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
買
石

が
集
ま
る
場
所
を｢

洗
い
場｣

と
い
い
ま

す
。

　
等
級
別
に
仕
分
け
ら
れ
た
鉱
石
は
、

10
日
ご
と
に
荷
分
け
場
に
出
さ
れ
、
入

札
さ
れ
ま
す
。

　
鉱
石
が
詰
め
ら
れ
る
叺
に
は
、
た
と
え

ば｢

清
吉
敷｣

は｢

山
形
に
二
の
字｣

、｢

長

助
敷｣

は｢

角
に
一
の
字｣

な
ど
、
そ
の
鉱

石
が
掘
ら
れ
た
坑
道
の
印
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
品
位
ご
と
に｢

い

（
上
）｣｢

ろ
（
中
）｣｢

は
（
下
）｣

の
印
が
付
け

ら
れ
、｢

御
上
納
鏈
置
場｣

に
運
び
込
ま
れ

ま
す
。

　
奉
行
所
側
か
ら
は
目
付
役
・
山
方

役
・
番
所
役
が
、
山
師
側
か
ら
は
金
児
や
大

工(

金
穿
大
工)

た
ち
が
立
ち
会
い
ま
す
。

金
児
は
坑
内
の
採
掘
場
を
請
け
負
っ
て
い
る

経
営
者
で
、
大
工
を
雇
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く（
９
）  

―
荷
分
け
の
手
順
―

　佐渡市での検診実施については、各戸配布の「佐
渡市の健康づくりサービス」または「佐渡市ホーム
ページ」でご確認ください。また、４月からメール配
信サービス・くらしの情報にて、検診日程もお知ら
せしています。
　配信希望される方は、25ページの「佐渡市メール
配信サービス」をご覧ください。
お問い合わせ
　佐渡市市民生活課健康推進室 ☎63―3115
　　　両津支所　市民課 ☎27―2114
　　　相川支所　市民課 ☎74―0339
　　　羽茂支所　市民課 ☎88―3111

　検診では、初期段階のがんを発見することができま
す。初期に適切な治療を受けることで、体の負担を少なく
することができます。
　毎日寝る前に歯をみがくことが当たり前になっている
ように、がん検診を定期的に受けることを習慣にしま
しょう。
　いつもの暮らしに、がん検診を。

　新潟県と佐渡市では、佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて、行政と地域住民とが一体となって登録推進

活動を行うため、世界遺産登録に向けた進捗状況や課題および行政と地域住民の連携のあり方等をテーマ

に、意見交換等を行います。

　日時　８月５日（日）午後１時～
　会場　トキのむら元気館（新穂地区）
　出席者（予定）　佐渡市内の集落区長、民間関係団体、メディア等
　主催　新潟県教育委員会、佐渡市
※この懇談会の結果については、後日佐渡市ホームページ等でお知らせします。

※この懇談会は傍聴することができます。会場の都合もありますので、傍聴を

　希望される方は市役所世界遺産推進課までお申し込みください。

　傍聴人　先着５０名　
　申込み・お問い合わせ　市役所世界遺産推進課　☎63―5136

いつもの暮らしに、
受診で早期発見！ を。がん検診

～佐渡金銀山世界遺産登録推進懇談会の開催～

まげ

か
ま
す

も
ん
め

か
な
こ

か
い
し

く
さ
り

か
な
こ か

な
ほ
り
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荷分けの図　大工たちの髪型は、｢本多髷｣といい、安永年間（1772 ～ 81）頃に

江戸で流行したもの。（「佐渡銀山往時之稼行絵巻」より）


